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論 文 の 内 容 の 要 旨
　カバンシ石とペンタゴン石は、両者とも Ca(V4+O)(Si4O10)・4H2Oの化学組成で、多形とされる鉱物である










では検出されない 3653 cm–1 と 3186 cm–1 のピークを持ち、水の構造状態がカバンシ石と類似している
HZSM-5 ゼオライト（Marinkovic et al., 2004）と比較すると、3653 cm–1 は OH–、3186 cm–1 は H3O+に起因する
と推定され、単結晶 X線構造解析の結果を用いた Valence-Matching Principleの観点から立証された。さらに、
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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究は、含水ケイ酸塩鉱物中の多分子の水が、すべて H2Oではなく、一部は（ヒドロニウム H3O+＋
OH–）の構造状態にあることを初めて立証した研究で、鉱物界に潜在したヒドロニウム問題が、カリウムの
置換だけではなく、水分子の一部置換として結晶構造上の役割を果たすブレークスルーの顕在となった。し
かも玄武岩の最終生成物としてのカバンシ石がヒドロニウムを含むことから、島弧鉱物学を誕生させた日本
列島に産出する多種類の含水鉱物が、多分子の水の一部をゼオライト水としてではなく、ヒドロニウム問題
として再検討を示唆することになり、画期的かつ新たな「島弧鉱物学」を創成する中核となる。さらに鉱物
中の水の構造状態を解明することで、鉱物の生成温度や多形関係までも明らかにしたことは、特筆に値する。
　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
